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◼ NiR67：真菌特異的亜鉛捕捉性化合物
・既存抗真菌薬とは異なり、真菌の亜鉛恒常性を標的とする
・多剤耐性カンジダ・アウリスを含むカンジダ属に抗真菌活性を示す
・カンジダ・アウリス感染マウスモデルで生存率を改善する

特願 2023-220200．
Shinohara et al., JAC Antimicrob Resist, 2024
Shinohara et al., Antimicrob Agents Chemother, 2025

■病理組織中カンジダ・アルビカンスを特異的に検出するモノクローナル抗体

・特願2026-047464

■アスペルギルス属を特異的に検出するモノクローナル抗体

・アスペルギルスの抗原検査薬への応用が見込まれる

・アスペルギルス属の表面抗原を認識しており、薬剤耐性アスペルギルスを含め

抗体医薬としての治療効果も期待できる

新規金属捕捉性化合物および真菌特異的抗体による難治性真菌症対策

◼ カンジダ・アウリスを含むカンジダ症やアスペルギルス症などの侵襲性真菌症は、免
疫不全患者で重症化しやすく死亡率が高い。

◼ カンジダ・アウリスは多剤耐性、院内伝播・環境残存性の特徴を有し、既存抗真菌薬
による治療が困難で世界で院内アウトブレイクが散発している。

◼ 侵襲性アスペルギルス症は早期の適切な治療介入が予後改善に重要である一方、培養
や既存の抗原検査だけでは早期診断は困難である。

◼ 既存薬とは異なる作用機序をもつ抗真菌薬候補や、主要病原真菌を迅速かつ特異的に
検出できる診断抗体の開発が必要である。

◼研究者情報

◼今後の計画等

◼研究概要図
＜カンジダ・アウリス感染マウスモデルでのAPC6治療効果＞ ＜アスペルギルス属を特異的に認識する抗体＞

◼ 研究者名 宮﨑義継、篠原孝幸、高塚翔吾

◼ 所属 真菌部

◼ 共同研究 理化学研究所（NiR67）

◼ NiR67の前臨床開発：誘導体最適化、薬物動態、安全性評価を進める

◼ 診断抗体の実用化検討：臨床検体を用いた診断性能評価を進める、またイムノ
クロマト等への応用可能性を評価する

◼ 共同研究・企業連携：治療薬開発、抗体診断薬開発、臨床評価に関する企業と
の共同研究を目指す

◼背景・解決したい課題

【治療薬/検査薬】：カンジダ・アウリスを含む侵襲性カンジダ症、侵襲性肺アスペルギルス症

◼研究アイディア・技術シーズ
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